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④ サービスの重要度と満足度 ＊4段階評価（中心値は 2.5）  

重要度が最も高かっ

たのは「館内の案内表

示の分かりやすさ」で

3.33 点、満足度は

3.23 点で、さらに改善

していく余地がある。   

一方、「レファレン

スサービス」は、重要

度 3.09 点に対して満

足度が 3.31 点で、重

要度に比して満足度が

高い結果となった。 

 

 

⑤ 愛知県図書館のイベント開催についての要望（当てはまるものすべてに○） 

イベント開催につい

て、要望が最も多かっ

たのは「一般教養に関

する講演会」で、次が

「文化芸術に関する講

演会」であった。この二

つで全体（983 件）の  

31.5％（310 件）を占め

る。このほか、「名画鑑

賞会」、「健康・医療につ

いての講座」、「ビジネ

ス関連セミナー」など、

様々なイベントが挙げ

られている。   
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Ⅷ 2022 年度事業の点検・評価及び 2023 年度の事業計画 

１ 概要 

文部科学省告示「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」(2012.12)では、公共図書館は、当該  

図書館の基本的な運営方針を踏まえて策定した指標及び目標と事業計画について、毎年度、自己及び

関係者・第三者による点検・評価を行い、ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理の実施に努めることとさ

れている※。 

当館では、2014 年度から「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」に準拠した基本的運営方針を

策定するとともに、これを踏まえた毎年度の事業計画を策定し、事業計画及びその達成状況について、

当館及び図書館専門委員会による点検と評価を実施している。 

2023 年度は、「愛知県図書館の基本的な運営方針（第一期基本的運営方針）後半５年の行動計画」に

基づく 2022 年度事業の達成状況の点検と評価を実施し、「第二期愛知県図書館の基本的な運営方針

（2023－2027）」（第二期基本的運営方針）に基づく 2023 年度の事業計画を策定した。 

※「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」第二（公立図書館）の一（市町村立図書館）の１（管理運営）の（一）（基本

的運営方針及び事業計画）及び（二）（運営の状況に関する点検及び評価等）を参照。第二の一に定める市町村立図書館に

係る基準は、都道府県立図書館に準用される（第二（公立図書館）の二（都道府県立図書館）の６（準用）を参照）。 

 

２ 2022 年度事業の自己点検・評価 

① 2022 年度事業の評価 

2022 年度は、10 の行動目標について、59 の事業を計画し実施した。評価の概要については、下

表のとおりである(詳細については、26～37ページの別表１を参照)。 

    

 

 

 

取組 行動目標 
事業計画

の項目数 

 評価※ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ － 

１すべ

ての県

民への

図書館

サービ

スの提

供 

① 誰でも利用しやすい図書館サービスの推進 15 13 ２    

② 地域の課題解決に役立つ図書館サービスの提供と

拡充 

９ ８  １   

③ 学校や地域、家庭での子供読書活動の支援 ５ ４ １    

④ 資料保存体制の整備及びデジタル化の推進 ４ ４     

小計 33 29 ３ １   

２市町

村立図

書館等

への支

援 

⑤ 協力貸出、相互貸借の拡充 ２ １ １    

⑥ 市町村立図書館等の運用・人材育成の支援 ３ ３     

小計 ５ ４ １    

３サービ

スを広げ

る図書館

ネ ッ ト

ワークの

形成 

⑦ 様々な団体・行政機関と連携する場と機会の提供 ５ ４ １    

⑧ 多様なメディアを活用した広報の強化 ９ ９     

小計 14 13 １    

４図書館

活動を支

える県図

書館体制

の整備 

⑨ ものづくり文化、地域資料などの専門的な資料の収

集と提供 

４ ４     

⑩ 新しい取組みを担う県図書館職員の育成 ３ ２ １    

小計 ７ ６ １    

 計 59 52 ６ １   
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※ 事業計画の点検・評価については、「あいち文化芸術振興計画 2022 年次報告書」の評価区分（下表）を使用。  

評価区分 目標達成状況（評価の目安） 

Ａ 予定を上回る効果があり、着実に進捗 100％以上 

Ｂ 予定どおり進んでおり、概ね順調に進捗 80％以上 100％未満 

Ｃ 一部で予定どおり進んでおらず、やや進捗が遅れている 60％以上 80％未満 

Ｄ 予定どおり進んでおらず、進捗が遅れている 60％未満 

― 対象年度に、事業の実施が無い等により、評価不能の場合 

 

 

59 の事業項目のうち、Ａ評価が 52 項目(88.1％)、Ｂ評価が６項目(10.2％)、Ｃ評価が１項目

(1.7％)で、Ａ評価とＢ評価で 98.3％となった。また、「重点的に取り組む事項」として計画した以

下の事項を着実に実施し、成果を上げることができた。 

 

ア 県政 150 周年記念事業の実施 

県政 150 周年記念事業として、「愛知県の建物 150 年」、「愛知県図書館報あゆち『愛知が舞

台』と県政 150 周年」など、講演会２回、企画展示８回を実施。 

イ Yotteko（ヨッテコ）の活用 

１階エントランス Yotteko(ヨッテコ)で、「祝 ジブリパーク開園！ジブリ関連図書展示」、 

「あいちアール・ブリュット作品展」など、42回の企画展示を県の関係各課等とも連携しなが

ら実施。 

ウ 「新しい生活様式」に対応した図書館サービスの充実 

・ 新たにオーディオブック 111 点含む電子書籍を 439 点購入。 

・ Web サイトに簡易な問合せに対応するチャットボットを搭載する実証実験を実施。 

エ 貴重資料のデジタル化の推進 

貴重和本等を新たにデータ化したうえで資料調査を進め、「貴重和本デジタルライブラリー」 

等の Web サイトで 17タイトルを公開。 

オ 図書館関係者への研修の強化 

愛知図書館協会等のネットワークも活用し、オンライン開催等の手法も工夫しながら、館外 

向け 17回、館内向け 12回の研修を実施。 

 

以上の結果から、事業計画は十分に進捗したと評価した。 
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※ 事業計画の点検・評価については、「あいち文化芸術振興計画 2022 年次報告書」の評価区分（下表）を使用。  

評価区分 目標達成状況（評価の目安） 

Ａ 予定を上回る効果があり、着実に進捗 100％以上 

Ｂ 予定どおり進んでおり、概ね順調に進捗 80％以上 100％未満 

Ｃ 一部で予定どおり進んでおらず、やや進捗が遅れている 60％以上 80％未満 

Ｄ 予定どおり進んでおらず、進捗が遅れている 60％未満 

― 対象年度に、事業の実施が無い等により、評価不能の場合 

 

 

59 の事業項目のうち、Ａ評価が 52 項目(88.1％)、Ｂ評価が６項目(10.2％)、Ｃ評価が１項目

(1.7％)で、Ａ評価とＢ評価で 98.3％となった。また、「重点的に取り組む事項」として計画した以

下の事項を着実に実施し、成果を上げることができた。 

 

ア 県政 150 周年記念事業の実施 

県政 150 周年記念事業として、「愛知県の建物 150 年」、「愛知県図書館報あゆち『愛知が舞

台』と県政 150 周年」など、講演会２回、企画展示８回を実施。 

イ Yotteko（ヨッテコ）の活用 

１階エントランス Yotteko(ヨッテコ)で、「祝 ジブリパーク開園！ジブリ関連図書展示」、 

「あいちアール・ブリュット作品展」など、42回の企画展示を県の関係各課等とも連携しなが
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・ 新たにオーディオブック 111 点含む電子書籍を 439 点購入。 
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貴重和本等を新たにデータ化したうえで資料調査を進め、「貴重和本デジタルライブラリー」 

等の Web サイトで 17タイトルを公開。 
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愛知図書館協会等のネットワークも活用し、オンライン開催等の手法も工夫しながら、館外 

向け 17回、館内向け 12回の研修を実施。 

 

以上の結果から、事業計画は十分に進捗したと評価した。 
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② 運営指標（数値目標）の点検 

「後半５年の行動計画」で定めた６つの運営指標（数値目標）の達成状況は、以下のとおりであ

る。 

 

感染症拡大の影響を大きく受ける指標であることから、次のように数値目標を補正した。 

※1 2021 年度は元の数値目標（Ⅰ：55 万人以上、Ⅵ：24 回以上）の 70％、2022 年度は 80％ 

※2 2021 年度は元の数値目標（18,000 冊以上）の 60％、2022 年度は 70％ 

※3 2022 年度は元の数値目標（2,000 冊以上）の 175％（2021 年度に元の目標値を大きく上 

回ったため、2022 年度に上方修正した。） 

 

上表のように、「Ⅲ 蔵書検索アクセス数」が目標値を大きく上回ったほか、「Ⅴ 主要紙での評価」、

「Ⅵ 職員の講師派遣・協会等の発表回数」が目標値を達成した。また、「Ⅰ 入館者数」、「Ⅱ 利用

者の満足度」、「Ⅳ 協力貸出の冊数」については、目標値の８割以上となっている。全体として、目

標値を概ね達成しており、事業が進捗したことを反映した結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組 運営指標（数値目標） 2022 年度達成状況 参考（2021 年度） 

１ すべての

県民への図

書館サービ

スの提供 

Ⅰ 入館者数（44万人以上）
※1 

413,568 人 

（進捗率：94.0％） 

418,219 人 

（進捗率：108.6％） 

Ⅱ 利用者の満足度（「来館

の目的が達成できた」が

90％以上 

来館者アンケートでの「来館

の目的達成度」が 87.6％ 

（前年度比：2.0 ﾎﾟｲﾝﾄ増） 

来館者アンケートでの「来

館の目的達成度」が85.6％ 

 

Ⅲ 蔵書検索アクセス数

（180 万回） 

2,364,940 回 

（進捗率：131.4％） 

2,085,425 回 

（進捗率：115.9％） 

２ 市町村立

図書館等へ

の支援 

Ⅳ 協力貸出の冊数（市町

村立図書館向け 12,600

冊以上※2、学校図書館

向け年間 3,500 冊以上 

※3）合計 16,100 冊以上 

市町村立図書館向け 

10,215 冊 

（進捗率：81.1％） 

学校図書館向け 

3,471 冊 

（進捗率：99.2％） 

合計：13,686 冊 

（進捗率：85.0％） 

市町村立図書館向け 

11,365 冊 

（進捗率：105.2％） 

学校図書館向け 

3,467 冊 

（進捗率：173.4％） 

合計：14,832 冊 

（進捗率：115.9％） 
３ サービス

を広げる図

書館ネット

ワークの形

成 

Ⅴ 主要紙での評価（「プラ

ス」評価が 80％以上） 

100％ （15 件中 プラス：  

15 件、中立：0 件、マイナス：

0 件） 

（前年度比：21.4 ﾎﾟｲﾝﾄ増）  

78.6％ 

（42 件中 プラス：33 件、

中立：9 件、マイナス：0 件） 

４ 図書館活動

を支える県

図書館体制

の整備 

Ⅵ 職員の講師派遣・協会

等での発表回数（20回以

上）※1 

20 回（講演等 17 回、文献発

表 3 回） 

（進捗率：100％） 

23 回（講演等 21 回、文献

発表 2 回） 

（進捗率：135.3％） 
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３ 2023年度の事業計画 

第二期基本的運営方針の初年度となる 2023 年度は、同方針の施策体系に基づき、87 事業を実施す

る。(詳細については、38～45ページの別表２を参照) 

① 主な事業内容 

ア 目指すべき姿１「すべての県民の「知りたい」に応える図書館」に向けた取組 

・市町村立図書館等へ年間 16,000 冊以上の資料を協力貸出 

・障害を持つ方への郵送貸出サービスを充実（新規） 

・県図書館を応援していただく取組（あいち Book サポーター、雑誌スポンサー制度（新規））を 

活用した資料の充実                          

始め 32 事業 

イ 目指すべき姿２「情報発信・交流活動の拠点としての図書館」に向けた取組 

・１階エントランス Yotteko（ヨッテコ）等で企画展示や講演会を開催し、県政の情報発信と所 

蔵資料の一層の利活用を促進 

・話し合いができるグループ学習席など、人が集まり交流する明るい空間を提供 

・新たに制定された「あいち県民の日」（11/27）に関連する展示やイベントを実施（新規） 

・ＳＮＳ（Facebook、Twitter、YouTube）による情報発信を充実        

始め 13 事業 

ウ 目指すべき姿３「ネットワークのハブとなる図書館」に向けた取組 

・県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵くん」等を提供するとともに、県内市町村立図書 

館との資料搬送定期便を運行 

・愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県内図書館職員へ時宜に適した内容の研修を実施 

・課題解決学習を始めとした探究活動や修学旅行等の事前学習の際に幅広く活用していただける 

よう、テーマごとの学校貸出用セットを用意し、県立学校等へ貸出し（新規） 

始め 22 事業 

エ 目指すべき姿４「デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館」に向けた取組 

・電子書籍のコンテンツの充実を図るとともに、利用者拡大に向けた効果的なＰＲの方策を検討・ 

実施 

・Web サイト「愛知県関係地域資料ポータル」や「貴重和本デジタルライブラリー」等を充実 

・県・市町村が発行したボーンデジタル資料※を収集・保存し、Web サイトで閲覧できる仕組 

みを試行（新規）      ※ボーンデジタル資料：紙媒体ではなくデジタルのみで発行、公開される資料。 

・Web サイトの利便性を向上させるため、Web サイト上で簡易な問合せに対応できるチャット 

ボットを導入（新規）                      

    始め ８事業 

オ 目指すべき姿５「持続可能なサービス環境を備えた図書館」に向けた取組 

・司書職員としての専門性をより高め、サービスの提供に必要な最新の情報を提供する研修の受 

講を促進 

・県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を試行実施（新規）     

 始め 12 事業 
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３ 2023年度の事業計画 
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蔵資料の一層の利活用を促進 

・話し合いができるグループ学習席など、人が集まり交流する明るい空間を提供 

・新たに制定された「あいち県民の日」（11/27）に関連する展示やイベントを実施（新規） 

・ＳＮＳ（Facebook、Twitter、YouTube）による情報発信を充実        

始め 13 事業 

ウ 目指すべき姿３「ネットワークのハブとなる図書館」に向けた取組 

・県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵くん」等を提供するとともに、県内市町村立図書 

館との資料搬送定期便を運行 

・愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県内図書館職員へ時宜に適した内容の研修を実施 

・課題解決学習を始めとした探究活動や修学旅行等の事前学習の際に幅広く活用していただける 

よう、テーマごとの学校貸出用セットを用意し、県立学校等へ貸出し（新規） 

始め 22 事業 

エ 目指すべき姿４「デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館」に向けた取組 

・電子書籍のコンテンツの充実を図るとともに、利用者拡大に向けた効果的なＰＲの方策を検討・ 

実施 

・Web サイト「愛知県関係地域資料ポータル」や「貴重和本デジタルライブラリー」等を充実 

・県・市町村が発行したボーンデジタル資料※を収集・保存し、Web サイトで閲覧できる仕組 

みを試行（新規）      ※ボーンデジタル資料：紙媒体ではなくデジタルのみで発行、公開される資料。 

・Web サイトの利便性を向上させるため、Web サイト上で簡易な問合せに対応できるチャット 

ボットを導入（新規）                      

    始め ８事業 

オ 目指すべき姿５「持続可能なサービス環境を備えた図書館」に向けた取組 

・司書職員としての専門性をより高め、サービスの提供に必要な最新の情報を提供する研修の受 

講を促進 

・県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を試行実施（新規）     

 始め 12 事業 
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② 数値目標 

第二期基本的運営方針で設定した以下の９項目の数値目標に向けて取り組む。 

 

４ 図書館専門委員会での主な意見 

  2023年６月 28日(水)に 2023年度図書館専門委員会を開催し、2022年度事業の点検・評価及び 2023

年度の事業計画などについて、協議・検討を行った。その概要は次のとおりである。 

① 2022年度事業の点検・評価について 

・県政 150周年記念事業の実施など、重点的に取り組む事項として計画した内容について着実に実

施し、成果を上げることができている。 

・数値目標についても目標を概ね達成している。 

・事業計画は十分に進捗したと専門委員会としても評価した。 

 

② 2023年度の事業計画について 

・大変充実した事業計画である。 

・県図書館がネットワークのハブとなり、様々な図書館との連携をさらに進めていって欲しい。 

・県図書館は色々な新しい取組をしているので、（今年度から試行する）市町村立図書館職員との 

人事交流を持続的にしていただけると、お互いにプラスになる。 

・市町村が保有する地域資料のデジタル化へのサポートにも取り組んで欲しい。 

・様々な展示やイベントを行っているが、休み方改革の一環でラーケーションを進めると、図書館 

も一つの行き先となると考えられるので、学校に対しても広報して欲しい。 

・障害を持つ方への郵送貸出サービスを充実するのは大変良い。より多くの方が利用できるよう具 

体的な実施方法を検討して欲しい。 

・事業計画の内容を専門委員会として承認した。 

目指すべき姿 目標 備考 

１ すべての県民の「知

りたい」に応える図書

館 

● 蔵書検索アクセス数    2,100,000回  

● 利用者の満足度 

来館者アンケートでの「来館の目的が達成

できた」が現状(2021年度：85.6％)を上回る 

 

２ 情報発信・交流活動

の拠点としての図書

館 

● ＳＮＳの発信数と閲覧数 

          ・発信数   1,000件 

          ・閲覧数  900,000件 

 

● 企画展示・イベントの実施回数 

              ・展示   50回 

              ・イベント 70回 

 

３ ネットワークのハブ

となる図書館 

● 県内図書館等への協力貸出冊数 

               16,000冊以上 

 

● 市町村立図書館経由で貸出を利用する学校

数      22校から 24校以上に拡大 
第二期基本的運営方針の目標 

：2027年度までに 35校 

４ デジタル技術の活用

により新たな社会に

対応する図書館 

● 電子書籍へのアクセス件数 

現状(2022年度上半期：5，541件)を上回る 

 

● デジタルアーカイブ公開数 

1,131タイトルから 1,140タイトル以上に

拡大 

第二期基本的運営方針の目標 

：2027年度までに 1,140タ

イトル 

５ 持続可能なサービス

環境を備えた図書館 

● 職員研修の受講者数 

                延べ 500人以上 
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(別表１)2022年度事業の点検・評価（詳細）

　取組１　すべての県民への図書館サービスの提供

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（障障害害ののああるる方方へへののササーービビスス））

（１）NNeeww!! 視覚障害者等への朗読サービスを行うボランティア養成講座
　　 （中級）を開催します。

（２）社会生活を営む上でハンディキャップのある方への理解を深めてい
　　　ただくための資料の展示会や障害者の方の作品展などの企画展示事
　　　業を１回以上実施します。

（（高高齢齢者者のの方方へへののササーービビスス））

（３）感染症拡大防止に注意を払いながら、資料の展示会の実施などの代
　　　替企画の実施も念頭に置き、一般向けの健康講座を実施します。

（４）読書補助具の点検を行い、必要に応じて更新等を実施します。

（（外外国国人人県県民民のの方方へへののササーービビスス））

（５）多文化サービスコーナーを充実するため、各外国語図書（日本語学
　　　習用資料を含む。）について、100冊を目標に収集します。

（６）多文化サービスコーナーの活用を図るためコーナーの利便性向上や
　　　効果的な広報に努めます。

（（子子育育てて支支援援ササーービビスス））

（７）「おはなし会」を、安全対策をとり実施します。

（８）子育ての方に役立つ他の機関や団体のチラシやパンフレット類を常
　　　備し、案内・配布します。

（（施施設設環環境境・・学学習習環環境境のの整整備備））

（９）来館者のどなたでも使えるフリーWi-Fiを全館的に運用します。

（10）施設の老朽化に伴う必要な改修工事を以下のとおり実施します。
　　　・制御・非常照明用直流電源装置更新工事

（11）若者や社会人の学習活動を支援するため、感染症拡大防止（「３
      密」回避）に留意しながら、大会議室での学習室開放を実施しま
      す。

（（入入館館者者数数・・利利用用者者のの満満足足度度））【【運運営営指指標標・・数数値値目目標標見見直直しし】】

（12）利用者のニーズに応えるサービスの提供につとめ、年間44万人以上
      の入館者数を目指すとともに、90％以上の方が来館の目的を達成で
      きるよう資料やサービス環境を整備します。

（（危危機機管管理理））

（13）新型コロナウイルスや災害への対応について、業務継続計画（愛知
      県庁ＢＣＰ、地方機関ＢＣＰ）の運用や防災訓練の実施等により、
      適切に事業継続できる体制を整えます。

概概要要

①
誰
で
も
利
用
し
や
す
い
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
推
進

障害者、高齢者、外国人などのニー
ズに即した図書館サービスを推進し
ます。安全で快適かつ魅力的で利便
性の高い施設環境を整備し、多様な
交流と学習、探求、発見、賑わいの
場を提供し、多様な利用者のそれぞ
れの居場所となれる図書館を目指し
ます。

行行動動
目目標標 事事業業計計画画

((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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(別表１)2022年度事業の点検・評価（詳細）

　取組１　すべての県民への図書館サービスの提供

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（障障害害ののああるる方方へへののササーービビスス））

（１）NNeeww!! 視覚障害者等への朗読サービスを行うボランティア養成講座
　　 （中級）を開催します。

（２）社会生活を営む上でハンディキャップのある方への理解を深めてい
　　　ただくための資料の展示会や障害者の方の作品展などの企画展示事
　　　業を１回以上実施します。

（（高高齢齢者者のの方方へへののササーービビスス））

（３）感染症拡大防止に注意を払いながら、資料の展示会の実施などの代
　　　替企画の実施も念頭に置き、一般向けの健康講座を実施します。

（４）読書補助具の点検を行い、必要に応じて更新等を実施します。

（（外外国国人人県県民民のの方方へへののササーービビスス））

（５）多文化サービスコーナーを充実するため、各外国語図書（日本語学
　　　習用資料を含む。）について、100冊を目標に収集します。

（６）多文化サービスコーナーの活用を図るためコーナーの利便性向上や
　　　効果的な広報に努めます。

（（子子育育てて支支援援ササーービビスス））

（７）「おはなし会」を、安全対策をとり実施します。

（８）子育ての方に役立つ他の機関や団体のチラシやパンフレット類を常
　　　備し、案内・配布します。

（（施施設設環環境境・・学学習習環環境境のの整整備備））

（９）来館者のどなたでも使えるフリーWi-Fiを全館的に運用します。

（10）施設の老朽化に伴う必要な改修工事を以下のとおり実施します。
　　　・制御・非常照明用直流電源装置更新工事

（11）若者や社会人の学習活動を支援するため、感染症拡大防止（「３
      密」回避）に留意しながら、大会議室での学習室開放を実施しま
      す。

（（入入館館者者数数・・利利用用者者のの満満足足度度））【【運運営営指指標標・・数数値値目目標標見見直直しし】】

（12）利用者のニーズに応えるサービスの提供につとめ、年間44万人以上
      の入館者数を目指すとともに、90％以上の方が来館の目的を達成で
      きるよう資料やサービス環境を整備します。

（（危危機機管管理理））

（13）新型コロナウイルスや災害への対応について、業務継続計画（愛知
      県庁ＢＣＰ、地方機関ＢＣＰ）の運用や防災訓練の実施等により、
      適切に事業継続できる体制を整えます。

概概要要

①
誰
で
も
利
用
し
や
す
い
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
推
進

障害者、高齢者、外国人などのニー
ズに即した図書館サービスを推進し
ます。安全で快適かつ魅力的で利便
性の高い施設環境を整備し、多様な
交流と学習、探求、発見、賑わいの
場を提供し、多様な利用者のそれぞ
れの居場所となれる図書館を目指し
ます。

行行動動
目目標標 事事業業計計画画

((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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〇 朗読協力員養成講座（中級）を実施した（全５回、
　 5/19～7/7）。 -- AA

朗読協力員養成講座（中級）を実施
し、朗読協力員のスキルアップができ
たため。

〇 「心の輪を広げる体験作文」及び「障害者週間のポス
   ター」県入賞作品展の展示を実施した（12/13
　 ～12/27）。
〇 あいちアール・ブリュット作品展を開催した（1/13
　 ～2/28）。

AA AA
ハンディキャップのある方への理解を
深めていただくための企画展示事業を
２回実施したため。

○ 健康講座「がん相談会」は、コロナ感染拡大のため中
　 止としたが、資料の展示は実施した。
〇 認知症啓発展示の関連イベントとして「認知症サポー
   ター養成講座（初級編)」を実施した。

BB BB
「がん相談会」は中止となったが、
「認知症サポーター養成講座」を実施
することができたため。

〇 各カウンターで日常的に点検した。 AA AA 日常的に点検を実施しているため。

○ 多文化サービスコーナー用の各外国語図書（日本語学
   習用資料を含む。）について、160冊（うち電子書籍
   12冊）を収集した。

AA AA
目標を上回る図書を収集し、コーナー
の充実を図ることができたため。

○ 「やさしいにほんご」を用いた図書館案内チラシを作
   成し、当館内及び関係機関等に配布した。

AA AA

既存の外国語に加え「やさしいにほん
ご」を用いた図書館案内を行うこと
で、コーナーの利便性向上及び多様な
外国人県民の方への効果的な広報を行
うことができたため。

〇 人数制限等の対策を取りつつ、おはなし会を毎月６回
   （休館日にあたる日を除く）、計65回実施した。
○ 職員が行う「冬のお楽しみ会」を3年ぶりに開催した
   （12/23）。

AA AA
感染対策に留意しながら、コロナ前と
ほぼ同じ回数のおはなし会を実施でき
たため。

〇 子ども向けのイベントや子育て関連のチラシ等を児童
   室内に常備し、案内・配布した。 AA AA

子ども向け、子育て関連のチラシ等の
配布により、児童室利用者に役立つ情
報を提供できたため。

○ Aichi_Free_Wi-Fiを全館（１階から５階共用スペー
   ス）にて運用している。 AA AA

Aichi_Free_Wi-Fiを全館的運用するこ
とができたため。

〇 以下の工事を実施した。
   ・制御・非常照明用直流電源装置更新工事 AA AA

当初予定していた工事を実施すること
ができたため。

〇 大会議室での学習室開放を31回実施し、累計で886人
   が利用した。 AA AA

予定通り実施し、多数の利用があった
ため。

○ 入館者数413,568人（目標値の94.0％）
〇 来館者アンケートによる目標達成率87.6％ BB BB

年間入館者数、来館者アンケートの目
的達成率ともに目標値をやや下回った
ため。

〇 防災訓練を実施した（11/10）。
〇 愛知県庁ＢＣＰの整理や地方機関ＢＣＰの修正を実施
   した。

AA AA
当初予定していた事業計画通り実施す
ることができたため。

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

取取組組状状況況 今今年年度度
評評価価

理理由由
昨昨年年度度
評評価価

評価区分 目標達成状況（評価の目安） 

Ａ 予定を上回る効果があり、着実に進捗 100％以上 

Ｂ 予定どおり進んでおり、概ね順調に進捗 80％以上 100％未満 

Ｃ 一部で予定どおり進んでおらず、やや進捗が遅れている 60％以上 80％未満 

Ｄ 予定どおり進んでおらず、進捗が遅れている 60％未満 

― 対象年度に、事業の実施が無い等により、評価不能の場合 

 

 

- 27 -

− 27 −



22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（「「新新ししいい生生活活様様式式」」にに対対応応ししたた図図書書館館ササーービビススのの充充実実））

（14）感染症拡大防止のため外出の自粛等「新しい生活様式」の励行が強
      く求められていることから、電子書籍サービスの充実やオンライン
      利用登録の導入等を検討し、非来館型サービスの充実を図ります。

（15）アンケートの実施等により、利用者層、利用目的等を把握し、今後
      のサービス内容検討のための資料とします。

（（レレフファァレレンンスス事事例例のの公公開開登登録録））

（16）国立国会図書館のレファレンス協同データベースに、事例を20件以
      上登録します。

（（行行政政支支援援ササーービビスス））

（17）県職員向け「県図書だより」を年間２回以上刊行します。

（18）県図書館が所蔵する行政資料や地域資料の一層の利活用を図るため
      に、県の事業や本県の特性（ものづくり等）に関連した企画展示
      を、県各局や関係団体と連携・協力し実施します。

（（ビビジジネネスス支支援援ササーービビスス））

（19）ビジネス支援に関する講演会等の企画や関連資料の展示事業を専門
      機関や外部の団体と連携して実施します。

（（利利用用者者向向けけ図図書書館館利利用用講講座座のの実実施施等等））

（20）利用者の調査研究を支援するため、館備え付けのデータベースの活
      用講座などを実施します。

（（行行政政機機関関・・関関係係団団体体ととのの連連携携・・協協力力））

（21）県図書館が所蔵する行政資料や地域資料の一層の利活用を図るため
      に、県の事業や本県の特性（ものづくり等）に関連した企画展示
      を、県各局や関係団体と連携・協力し実施します。《(18)の再掲》

（22）2022年度が本県県政150周年であることから、県政にちなんだ講演
      会などの企画展示を実施します。

概概要要

障害者、高齢者、外国人などのニー
ズに即した図書館サービスを推進し
ます。安全で快適かつ魅力的で利便
性の高い施設環境を整備し、多様な
交流と学習、探求、発見、賑わいの
場を提供し、多様な利用者のそれぞ
れの居場所となれる図書館を目指し
ます。
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地域の課題解決に役立つ図書館をめ
ざします。ビジネス支援を拡充し、
健康・医療サービス、行政支援など
のサービスに取り組みます。また、
地域の活性化や観光振興などのた
め、県内各地の取組を紹介したり、
交流の場を提供します。

行行動動
目目標標 事事業業計計画画

((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（「「新新ししいい生生活活様様式式」」にに対対応応ししたた図図書書館館ササーービビススのの充充実実））

（14）感染症拡大防止のため外出の自粛等「新しい生活様式」の励行が強
      く求められていることから、電子書籍サービスの充実やオンライン
      利用登録の導入等を検討し、非来館型サービスの充実を図ります。

（15）アンケートの実施等により、利用者層、利用目的等を把握し、今後
      のサービス内容検討のための資料とします。

（（レレフファァレレンンスス事事例例のの公公開開登登録録））

（16）国立国会図書館のレファレンス協同データベースに、事例を20件以
      上登録します。

（（行行政政支支援援ササーービビスス））

（17）県職員向け「県図書だより」を年間２回以上刊行します。

（18）県図書館が所蔵する行政資料や地域資料の一層の利活用を図るため
      に、県の事業や本県の特性（ものづくり等）に関連した企画展示
      を、県各局や関係団体と連携・協力し実施します。

（（ビビジジネネスス支支援援ササーービビスス））

（19）ビジネス支援に関する講演会等の企画や関連資料の展示事業を専門
      機関や外部の団体と連携して実施します。

（（利利用用者者向向けけ図図書書館館利利用用講講座座のの実実施施等等））

（20）利用者の調査研究を支援するため、館備え付けのデータベースの活
      用講座などを実施します。

（（行行政政機機関関・・関関係係団団体体ととのの連連携携・・協協力力））

（21）県図書館が所蔵する行政資料や地域資料の一層の利活用を図るため
      に、県の事業や本県の特性（ものづくり等）に関連した企画展示
      を、県各局や関係団体と連携・協力し実施します。《(18)の再掲》

（22）2022年度が本県県政150周年であることから、県政にちなんだ講演
      会などの企画展示を実施します。

概概要要

障害者、高齢者、外国人などのニー
ズに即した図書館サービスを推進し
ます。安全で快適かつ魅力的で利便
性の高い施設環境を整備し、多様な
交流と学習、探求、発見、賑わいの
場を提供し、多様な利用者のそれぞ
れの居場所となれる図書館を目指し
ます。
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地域の課題解決に役立つ図書館をめ
ざします。ビジネス支援を拡充し、
健康・医療サービス、行政支援など
のサービスに取り組みます。また、
地域の活性化や観光振興などのた
め、県内各地の取組を紹介したり、
交流の場を提供します。

行行動動
目目標標 事事業業計計画画

((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

- 28 -

〇 電子書籍サービスに、新たなタイトルを439点提供開
　 始した。
〇 オンライン利用登録を運用した。

AA AA
新たに資料を加え、電子書籍サービス
の充実を図るとともに、オンライン利
用登録を運用することができたため。

○ 県政世論調査を実施した（7/1～7/20、広報広聴課）
○ 愛知県図書館ホームページ利用状況アンケートをWeb
   上で実施した（12/15～1/31）。
○ 来館者アンケートを実施した（2/17・2/18）。

AA AA

毎年度実施している来館者アンケート
に加え、県政世論調査およびホーム
ページ利用状況アンケートを実施した
ため。

〇 ３月末までに20件の事例を登録した。
   （2022年度現在　累計441件） AA AA

計画どおり、20件のレファレンス事例
を登録することができたため。

〇 2023年３月にVol.１、Vol.２を刊行した。

AA AA
年２回刊行し、第二期基本的運営方針
の内容などを周知することができたた
め。

〇 政策企画局企画課等、県各局や関係団体と連携・協力
   した企画展示を31回実施した。
   （p61～p64「①企画展示一覧」参照） AA AA

県各局や関係団体と連携・協力して、
県等の事業を紹介するパネル等と、そ
れに関連した図書館資料を併せて展示
することにより、資料の利活用につな
げることができたため。

〇 企画展示「起業・事業承継を応援します！」を実施し
   た（1/13～2/28）。関連イベントとして、日本政策金
   融公庫等と連携してセミナー「人生 100 年ライフシ
   フトの時代 起業は働く選択肢の一つ」を開催した
   （2/4）。

AA AA

起業に関する展示を実施し、所蔵の関
連資料を紹介するとともに、専門機関
と連携して起業セミナーを開催できた
ため。

〇 講座の開催は行わなかったが、利用者への案内につい
   て職員間で情報共有に努め、通常の利用において個別
   に利用者を支援した。

BB CC
個別に利用者を支援したが、講座の開
催は行わなかったため。

《(18)と同様》

AA AA
県各局や関係団体と連携・協力し、複
数回の企画展示を実施したため。

〇 連携イベントを10回実施した。
   ・展示「愛知県図書館報あゆち『愛知が舞台』と県政
     150周年」（3/17～5/11）
   ・地域資料展示「愛知県事始め（2） 愛知県の明治」
     （3/17～6/8）
   ・リベラルアーツカフェ関連展示「愛知県の建物150
      年」（7/15～9/7）
   ・展示「愛知県政150周年紹介パネル展」（10/14
     ～11/9）
   ・展示「愛知県史展」（10/14～12/27）
   ・展示「50年前の雑誌を見る」（10/14～2/28）
   ・展示「150年前の科学技術」（11/11～1/11）
   ・展示「愛知県政150周年記念「わたしたちの住むま
     ち あいちの未来」絵画コンクール入賞作品展」
     （12/9～2/8）
   ・リベラルアーツカフェ2022第１回「愛知県の建物
     150年」(7/30)
   ・図書館講演会「あいちの歴史資料をさぐる」
     （12/17）

AA AA
県政150周年にちなんだ企画展示・講演
会を複数回実施したため。

取取組組状状況況 昨昨年年度度
評評価価

今今年年度度
評評価価

理理由由

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価
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22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（地地域域連連携携））

（23）観光情報コーナーについて、県の担当局、県内市町村の観光関係当
      局、地域の観光協会等と連携し幅広い観光情報の収集・提供を実施
      し、充実を図ります。

（24）東三河コーナーについて、県東三河総局、東三河８市町村の観光関
      係当局等と連携・協力し、東三河の観光情報の幅広い収集・提供を
      実施します。また、東三河の自然・文化等を紹介する企画展示を実
      施します。

（（県県立立学学校校へへのの協協力力貸貸出出））

（25）県立学校最寄りの市町村立図書館を経由した協力貸出について、学
      校訪問等によってニーズを確認し、対象学校を拡大します。対象校
      を19校以上にします。

（26）県図書館から学校（図書館）に向けて年間3,500冊以上の協力貸出
      を目指します。（市町村立図書館への協力貸出と合わせて16,100冊
      以上）【運営指標・数値目標見直し】

（（県県立立高高校校等等とと連連携携ししたた企企画画展展示示のの実実施施））

（27）県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表の場としてYotteko
      等を活用した企画展示を１回以上実施します。

（（子子供供読読書書活活動動ののたためめののアアウウトトリリーーチチ活活動動のの推推進進））

（28）子供の読書活動推進のため、読み聞かせやブックトークといったイ
      ベントでの協力、学校図書館の運営に対する助言や支援ができるよ
      う体制を整備し、積極的に市町村立図書館や学校等へ職員を派遣し
      ます。

（（子子供供読読書書活活動動のの推推進進））

（29）子供読書活動推進に係る関係機関や団体等と連携・協力し、イベン
      トや企画展示を実施します。

行行動動
目目標標

概概要要 事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

子供の読書活動を支援するため、学
校図書館を始め関係機関・団体と連
携し、資料の提供や、活動への支援
を進めます。

③
学
校
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で
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地域の課題解決に役立つ図書館をめ
ざします。ビジネス支援を拡充し、
健康・医療サービス、行政支援など
のサービスに取り組みます。また、
地域の活性化や観光振興などのた
め、県内各地の取組を紹介したり、
交流の場を提供します。
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22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（地地域域連連携携））

（23）観光情報コーナーについて、県の担当局、県内市町村の観光関係当
      局、地域の観光協会等と連携し幅広い観光情報の収集・提供を実施
      し、充実を図ります。

（24）東三河コーナーについて、県東三河総局、東三河８市町村の観光関
      係当局等と連携・協力し、東三河の観光情報の幅広い収集・提供を
      実施します。また、東三河の自然・文化等を紹介する企画展示を実
      施します。

（（県県立立学学校校へへのの協協力力貸貸出出））

（25）県立学校最寄りの市町村立図書館を経由した協力貸出について、学
      校訪問等によってニーズを確認し、対象学校を拡大します。対象校
      を19校以上にします。

（26）県図書館から学校（図書館）に向けて年間3,500冊以上の協力貸出
      を目指します。（市町村立図書館への協力貸出と合わせて16,100冊
      以上）【運営指標・数値目標見直し】

（（県県立立高高校校等等とと連連携携ししたた企企画画展展示示のの実実施施））

（27）県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表の場としてYotteko
      等を活用した企画展示を１回以上実施します。

（（子子供供読読書書活活動動ののたためめののアアウウトトリリーーチチ活活動動のの推推進進））

（28）子供の読書活動推進のため、読み聞かせやブックトークといったイ
      ベントでの協力、学校図書館の運営に対する助言や支援ができるよ
      う体制を整備し、積極的に市町村立図書館や学校等へ職員を派遣し
      ます。

（（子子供供読読書書活活動動のの推推進進））

（29）子供読書活動推進に係る関係機関や団体等と連携・協力し、イベン
      トや企画展示を実施します。

行行動動
目目標標

概概要要 事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

子供の読書活動を支援するため、学
校図書館を始め関係機関・団体と連
携し、資料の提供や、活動への支援
を進めます。
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地域の課題解決に役立つ図書館をめ
ざします。ビジネス支援を拡充し、
健康・医療サービス、行政支援など
のサービスに取り組みます。また、
地域の活性化や観光振興などのた
め、県内各地の取組を紹介したり、
交流の場を提供します。
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〇 県内市町村の観光関係当局、地域の観光協会、市町村
   立図書館等に観光情報の提供を依頼し収集・提供を実
   施した。
○ 県内自治体と連携して観光に関連する企画展示（1/13
   ～2/8）、講演会（1/27）を実施した。

AA AA

幅広い観光情報の収集・提供に加え、
企画展示、講演会を実施することで、
コーナーの充実を図ることができたた
め。

○ 「愛知県図書館と東三河地域の市町村及び観光団体と
   の地域振興にかかる情報発信の連携・協力に関する協
   定」の連携先等に観光情報の提供を依頼し、収集・提
   供を実施した。
○ 東三河の自然・文化等を紹介する企画展示を実施した
   （3/16～4/12）。

AA AA

幅広い観光情報の収集・提供による
コーナーの充実を図るとともに、東三
河の自然・文化等を紹介する企画展示
を実施することができたため。

○ 新たに尾北高校、春日井高校、豊橋西高校、豊田南高
   校、一宮西高校の５校に対して、それぞれ、江南市立
   図書館、春日井市立図書館、豊橋市中央図書館、豊田
   市中央図書館、一宮市立中央図書館を経由した協力貸
   出を開始し、対象校を22校とした。

AA AA
予定の数を超えて、新規の対象校を増
やすことができたため。

○ 学校（図書館）への協力貸出3,471冊・点（図書・Ａ
   Ｖ）。（市町村立図書館等への協力貸出と合わせて
   13,686冊・点）。

AA BB
学校（図書館）への協力貸出について
はほぼ目標通りの冊数の貸出ができた
ため。

〇 以下４回の企画展示を実施した。
   ・愛知県統計グラフコンクール金賞作品パネル展
     （6/10～7/13）【主催：県統計課】
   ・愛知県定時制通信制生徒による作品発表会（9/9
     ～10/12）【主催：愛知県定時制通信制教頭・副校
     長会】
   ・愛知県政150周年記念「わたしの住むまち あいちの
     未来」絵画コンクール入賞作品展（12/9～2/8）
     【主催：県企画課】
   ・心の輪を広げる体験作文・障害者週間ポスター愛知
     県入選作品展（12/13～12/27）【主催：県障害福祉
     課】

AA AA

Yottekoを活用して、定時制通信制高校
生徒の作品展を実施したほか、児童・
生徒を対象とした絵画や作文コンクー
ルの入賞作品展示を複数回行ったた
め。

〇 以下の教育委員会等主催の講座に講師・スタッフを派
   遣した。
   ・県立高等学校司書教諭研修会（10/7）【主催：県教
     委高等学校教育課】
   ・学校図書館関係職員研修会（10/26）【主催：県教
     委総合教育センター】
   ・高校生ビブリオバトル愛知県大会・子供読書活動推
     進大会（11/3）【主催：県教委生涯学習課】
   ・高等学校初任者研修（11/29）【主催：県高等学校
     校長会】
〇 高校で県政お届け講座を実施し、図書館について説明
   （1/18）

AA AA

県教育委員会主催の研修会等で、子供
の読書活動推進につながるよう、図書
館活用法の講義や、高校生向けの本の
紹介を行ったため。

〇 子供読書活動推進に係る関係機関や団体等と連携・協
   力し、以下のイベントを実施した。
   ・本の帯コンクール優秀作品展（6/10～6/19）
     【主催：名古屋市教委】
   ・青少年によい本をすすめる県民運動（9/9～10/12）
     【主催：県社会活動推進課】
   ・愛知県子供読書活動推進大会・高校生ビブリオバト
     ル愛知県大会(11/3)【主催：県教委生涯学習課】

AA AA

県教育委員会等と連携・協力し、子供
読書活動推進に係わる展示の実施、子
供読書活動推進大会開催への協力を
行ったため。

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

取取組組状状況況 今今年年度度
評評価価

理理由由
昨昨年年度度
評評価価
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2022年度事業の点検・評価

（（ああいいちちララスストトワワンン・・ププロロジジェェククトトのの拡拡大大））

（30）あいちラストワン・プロジェクトを効果的に進めるため、運用方法
      の見直しを進めます。

（（資資料料補補修修研研修修のの実実施施））

（31）資料補修技術を有する職員養成のため、引き続き研修を実施しま
      す。

（（資資料料ののデデジジタタルル化化のの推推進進））

（32）New!貴重和本を新たにデータ化し、順次調査したうえで「貴重和本
      デジタルライブラリー」等のホームページで公開します（目標：
      8タイトル）

（（蔵蔵書書収収容容能能力力のの維維持持・・管管理理））

（33）開架及び閉架書庫の有効活用を図るため、適切な計画に基づく書庫
      への配転作業及び除籍候補選定のための複本所蔵資料の調査を実施
      します。

  
　取組２　市町村立図書館等への支援

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（市市町町村村立立図図書書館館等等へへのの協協力力貸貸出出））【【運運営営指指標標・・数数値値目目標標見見直直しし】】

（34）県図書館から市町村立図書館に向けて年間12,600冊以上の協力貸出
      を目指します。（学校（図書館）への協力貸出と合わせて　16,100
      冊以上）

（（資資料料搬搬送送定定期期便便のの維維持持））

（35）安定した資料搬送のため、予算確保や運行の効率化に努め、週１回
      の資料定期搬送便を維持します。

（（図図書書館館訪訪問問））

（36）県図書館の市町村立図書館へのサポートのニーズを把握し、それぞ
      れの地域での読書推進活動に資するため、感染症の動向を考慮に入
      れながら、市町村の中央図書館の1/5以上（10館以上）を計画的に
      訪問します。感染症が収束せず、計画通りの訪問が難しい場合は、
      訪問以外の方法で市町村立図書館と情報交換を行い、サポートに努
      めます。

（37）図書館未設置自治体についても、公民館図書室等の施設や読書推進
      活動の担当課等を１以上訪問し、図書館未設置自治体での読書推進
      活動を把握します。

（（県県内内のの図図書書館館関関係係者者へへのの研研修修のの強強化化））

（38）愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県内図書館の状況の把
      握と研修に対する要望を踏まえ、時宜に適した内容の研修を、感染
      症拡大防止策を講じながら、適切かつ効果的な手法を検討し実施し
      ます。

　

市町村立図書館等が地域の課題解決
に資する質の高いサービスを提供で
きるよう、運用・人材育成を支援し
ます。

市町村立図書館等との間で運行して
いる資料搬送定期便の効率的な運用
により、協力貸出、相互貸借の拡充
を図ります。

⑥
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④
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及
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ル
化
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推
進

概概要要

事業計画
(網掛けは特に重点を置いて取り組む事業)

事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

県の拠点図書館としての資料保存の
中心的な役割を果たすために、資料
保存体制を整備するとともに、地域
資料を中心にデジタル化を進めま
す。

行動
目標

概要
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2022年度事業の点検・評価

（（ああいいちちララスストトワワンン・・ププロロジジェェククトトのの拡拡大大））

（30）あいちラストワン・プロジェクトを効果的に進めるため、運用方法
      の見直しを進めます。

（（資資料料補補修修研研修修のの実実施施））

（31）資料補修技術を有する職員養成のため、引き続き研修を実施しま
      す。

（（資資料料ののデデジジタタルル化化のの推推進進））

（32）New!貴重和本を新たにデータ化し、順次調査したうえで「貴重和本
      デジタルライブラリー」等のホームページで公開します（目標：
      8タイトル）

（（蔵蔵書書収収容容能能力力のの維維持持・・管管理理））

（33）開架及び閉架書庫の有効活用を図るため、適切な計画に基づく書庫
      への配転作業及び除籍候補選定のための複本所蔵資料の調査を実施
      します。

  
　取組２　市町村立図書館等への支援

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（市市町町村村立立図図書書館館等等へへのの協協力力貸貸出出））【【運運営営指指標標・・数数値値目目標標見見直直しし】】

（34）県図書館から市町村立図書館に向けて年間12,600冊以上の協力貸出
      を目指します。（学校（図書館）への協力貸出と合わせて　16,100
      冊以上）

（（資資料料搬搬送送定定期期便便のの維維持持））

（35）安定した資料搬送のため、予算確保や運行の効率化に努め、週１回
      の資料定期搬送便を維持します。

（（図図書書館館訪訪問問））

（36）県図書館の市町村立図書館へのサポートのニーズを把握し、それぞ
      れの地域での読書推進活動に資するため、感染症の動向を考慮に入
      れながら、市町村の中央図書館の1/5以上（10館以上）を計画的に
      訪問します。感染症が収束せず、計画通りの訪問が難しい場合は、
      訪問以外の方法で市町村立図書館と情報交換を行い、サポートに努
      めます。

（37）図書館未設置自治体についても、公民館図書室等の施設や読書推進
      活動の担当課等を１以上訪問し、図書館未設置自治体での読書推進
      活動を把握します。

（（県県内内のの図図書書館館関関係係者者へへのの研研修修のの強強化化））

（38）愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県内図書館の状況の把
      握と研修に対する要望を踏まえ、時宜に適した内容の研修を、感染
      症拡大防止策を講じながら、適切かつ効果的な手法を検討し実施し
      ます。

　

市町村立図書館等が地域の課題解決
に資する質の高いサービスを提供で
きるよう、運用・人材育成を支援し
ます。

市町村立図書館等との間で運行して
いる資料搬送定期便の効率的な運用
により、協力貸出、相互貸借の拡充
を図ります。
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概概要要

事業計画
(網掛けは特に重点を置いて取り組む事業)

事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

県の拠点図書館としての資料保存の
中心的な役割を果たすために、資料
保存体制を整備するとともに、地域
資料を中心にデジタル化を進めま
す。

行動
目標

概要
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○ 業務の効率化を図るため、保存対象をより精査できる
   よう、ガイドラインの見直しを行った。 BB AA 予定通り実施できたため。

○ 館内職員向けの資料補修研修を実施した（6/9）。
AA AA 予定通り実施できたため。

○ 大判絵図や高精細な画像が必要な貴重和本等を新たに
   データ化したうえで資料調査を進め、「貴重和本デジ
   タルライブラリー」等のホームページで17タイトルを
   公開した。

-- AA
貴重和本を新たにデータ化したうえ、
目標を上回るタイトルを公開できたた
め。

〇 閉架書庫内の複本資料294冊を不用除籍した。
〇 また、開架の円滑な運用を図るため、図書8,788冊を
   開架から書庫へ配転した。

AA AA
開架庫内にあった複本資料の除籍を実
施し、計画的な配本を行うことができ
たため。

○ 市町村立図書館等への協力貸出10,215冊・点（図書・
   ＡＶ）。（学校（図書館）への協力貸出と合わせて
   13,686冊・点）

AA BB
目標の80％を超える（85.0％）冊数の
貸出を行うことができたため。

○ 年間を通し、週１回の資料搬送定期便の運行を行っ
   た。
〇 市町村立図書館職員に適切な利用方法を周知して効率
   化に努めるとともに、予算を確保し2023年３月から１
   年間の業者との契約を行った。

AA AA
毎週の運行を安定的に行うことができ
たため。

○ 以下の市町村立図書館（13館）を訪問した。
   豊橋市中央図書館、一宮市立中央図書館、瀬戸市立図
   書館、半田市立図書館、豊田市中央図書館、犬山市立
   図書館、知立市図書館、高浜市立図書館、岩倉市図書
   館、田原市中央図書館、清須市立図書館、北名古屋市
   図書館、幸田町立図書館

AA AA
予定していた数を超える13館の訪問を
行うことができたため。

○ 豊根村、東栄町を訪問した。

AA AA
予定していた数を超える2件の訪問を行
うことができたため。

○ 以下の研修を実施した。
   愛知県公立図書館長協議会主催で３回、愛知図書館協
   会主催で12回、両団体の共催で２回の研修を実施し
   た。
　 （p12～13「イ 愛知県公立図書館長協議会の研修」、
　　 p13～14「ウ 愛知図書館協会の研修」参照）

AA AA

ほぼコロナ禍前の研修回数を開催でき
た。集合研修を基本に実施し、加えて
できる限り同時配信や録画配信も実施
することで、研修機会を増やすことが
できたため。

取取組組状状況況

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

2022年度事業の点検・評価

取組状況 昨年度
評価

今年度
評価

理由

今今年年度度
評評価価

理理由由
昨昨年年度度
評評価価

- 33 -− 33 −



　取組３　サービスを広げる図書館ネットワークの形成

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（文文化化芸芸術術機機関関等等ととのの連連携携））

（39）愛知芸術文化センター（栄施設）の各施設や陶磁美術館、愛知県公
      立大学法人の各大学等と連携して、第一線の文化芸術活動を一般の
      方に紹介する講演会等の企画展示を実施します。

（（行行政政機機関関・・関関係係団団体体ととのの連連携携・・協協力力））

（40）県図書館が所蔵する行政資料や地域資料の一層の利活用を図るため
 　　 に、県の事業や本県の特性（ものづくり等）に関連した企画展示
　　　を、県各局や関係団体と連携・協力し実施します。《(18)の再掲》

（41）2022年度が本県県政150周年であることから、県政にちなんだ講演
　　　会などの企画展示を実施します。《(22)の再掲》

（（県県立立高高校校等等とと連連携携ししたた企企画画展展示示のの実実施施））

（42）県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表の場としてYotteko
　　　等を活用した企画展示を１回以上実施します。《(27)の再掲》

（（県県公公文文書書館館ととのの連連携携））

（43）県公文書館と連携・協力して、県図書館と県公文書館が所蔵する地
　　　域資料・県関係行政資料の利活用を促進します。

（（事事業業年年報報・・館館報報のの刊刊行行））

（44）「事業年報」及び館報「あゆち」の発行については、昨年度並みの
　　　時期の発行を目指すとともに、内容について、時宜に即したものと
　　　なるようにします。

（（ＳＳＮＮＳＳのの活活用用））

（45）引き続き既存のＳＮＳ（Facebook、Twitter）の内容の充実を図る
　　　とともに、新しい種類のＳＮＳの活用を検討し、フォロワー数の増
　　　加（５％）を目指します。

（46）新しく導入した電子書籍サービスの一層の利活用を促進するため、
　　　効果的なＰＲの方策を検討・実施します。

（（ホホーームムペペーージジのの見見直直しし））

（47）ホームページについて、トップページのバナーの配置などを見直
      し、情報が探しやすくなるように改訂します。

（（主主要要紙紙ででのの広広報報））【【運運営営指指標標】】

（48）主要紙での広報について、県図書館の取組みを伝えるもの（企画展
　　　示の案内を含む。）が80％以上となるようメディアに働きかけま
　　　す。

県図書館の活動を県民に知ってもら
い、身近な存在となるようホーム
ページ、ソーシャルネットワーク
サービス（SNS）や動画サイトなど
様々なメディアを活用し、広報活動
の強化に努めます。

⑧
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
広
報
の
強
化

⑦
様
々
な
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
す
る
場
と
機
会
の
提
供

各種団体や行政機関と連携して講演
会や資料展示会等を開催し、県民の
方と県図書館、各種団体及び行政機
関が持つ知的資源を結び付けます。

行行動動
目目標標

概概要要 事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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　取組３　サービスを広げる図書館ネットワークの形成

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（文文化化芸芸術術機機関関等等ととのの連連携携））

（39）愛知芸術文化センター（栄施設）の各施設や陶磁美術館、愛知県公
      立大学法人の各大学等と連携して、第一線の文化芸術活動を一般の
      方に紹介する講演会等の企画展示を実施します。

（（行行政政機機関関・・関関係係団団体体ととのの連連携携・・協協力力））

（40）県図書館が所蔵する行政資料や地域資料の一層の利活用を図るため
 　　 に、県の事業や本県の特性（ものづくり等）に関連した企画展示
　　　を、県各局や関係団体と連携・協力し実施します。《(18)の再掲》

（41）2022年度が本県県政150周年であることから、県政にちなんだ講演
　　　会などの企画展示を実施します。《(22)の再掲》

（（県県立立高高校校等等とと連連携携ししたた企企画画展展示示のの実実施施））

（42）県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表の場としてYotteko
　　　等を活用した企画展示を１回以上実施します。《(27)の再掲》

（（県県公公文文書書館館ととのの連連携携））

（43）県公文書館と連携・協力して、県図書館と県公文書館が所蔵する地
　　　域資料・県関係行政資料の利活用を促進します。

（（事事業業年年報報・・館館報報のの刊刊行行））

（44）「事業年報」及び館報「あゆち」の発行については、昨年度並みの
　　　時期の発行を目指すとともに、内容について、時宜に即したものと
　　　なるようにします。

（（ＳＳＮＮＳＳのの活活用用））

（45）引き続き既存のＳＮＳ（Facebook、Twitter）の内容の充実を図る
　　　とともに、新しい種類のＳＮＳの活用を検討し、フォロワー数の増
　　　加（５％）を目指します。

（46）新しく導入した電子書籍サービスの一層の利活用を促進するため、
　　　効果的なＰＲの方策を検討・実施します。

（（ホホーームムペペーージジのの見見直直しし））

（47）ホームページについて、トップページのバナーの配置などを見直
      し、情報が探しやすくなるように改訂します。

（（主主要要紙紙ででのの広広報報））【【運運営営指指標標】】

（48）主要紙での広報について、県図書館の取組みを伝えるもの（企画展
　　　示の案内を含む。）が80％以上となるようメディアに働きかけま
　　　す。

県図書館の活動を県民に知ってもら
い、身近な存在となるようホーム
ページ、ソーシャルネットワーク
サービス（SNS）や動画サイトなど
様々なメディアを活用し、広報活動
の強化に努めます。

⑧
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
広
報
の
強
化

⑦
様
々
な
団
体
・
行
政
機
関
と
連
携
す
る
場
と
機
会
の
提
供

各種団体や行政機関と連携して講演
会や資料展示会等を開催し、県民の
方と県図書館、各種団体及び行政機
関が持つ知的資源を結び付けます。

行行動動
目目標標

概概要要 事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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〇 以下の講演会や企画展示を実施した。
   ・文化芸術に関する連続講座
     （p61～p64「①企画展示一覧」、p64「②文化芸術に
　　 　関する連続講座2022」参照）
   ・リベラルアーツカフェ
     （p61～p64「①企画展示一覧」、p64～p65「④リベ
　　 ラルアーツカフェ」参照）
   ・企画展示「祝　ジブリパーク開園！ジブリ関連図書
     展示」（10/14～12/7）【連携先：ジブリパーク推
     進課、愛知県美術館】

AA AA
県の文化関連施設と連携し、講演会・
企画展示を実施したため。

《(18)と同様》

AA AA

県各局や関係団体と連携・協力して、
県等の事業を紹介するパネル等と、そ
れに関連した図書館資料を併せて展示
することにより、資料の利活用につな
げることができたため。

《(22)と同様》
AA AA

県政150周年にちなんだ企画展示・講演
会を複数回実施したため。

《(27)と同様》

AA AA

Yottekoを活用して、定時制通信制高校
生徒の作品展を実施したほか、児童・
生徒を対象とした絵画や作文コンクー
ルの入賞作品展示を複数回行ったた
め。

○ 横断検索システムでの連携について調整を進めた。
BB BB

横断検索システムの連携について調整
を進めたため。

○ 「事業年報」（10/28付刊行）
〇 館報「あゆち」（10月刊行）

AA AA

「事業年報」について予定どおり発行
し、「あゆち」については県政150周年
にあわせた内容・時期に発行すること
ができたため。

〇 SNSにて837回発信を行った。
○ ３月末現在フォロワー数：2,546人
   （対３月末（2,345人）比　8.6％増）

AA AA
フォロワー数増の目標値を達成したた
め。

○ 電子書籍KinoDenトップのおすすめ本棚を定期的（月
   １回程度）に更新した。また、館内の展示とテーマを
   連動させた本棚も作成し、同時に館内展示でも電子書
　 籍を案内した。
〇 Twitterで２週間に１回程度電子書籍の紹介をした。

AA AA
館内展示やTwitterなども活用し効果的
なＰＲに努めたため。

〇 バナー配置などを随時修正した。
〇 県のＩＣＴ活用課題解決支援事業の実証実験（情報政
　 策課）に参加し、実証実験としてチャットボットを
   Webページに搭載した（11月～1月）。２月に実証実験
   報告書作成、３月に成果を公表した。

AA AA 目標通り実施できたため。

○ 以下について記者発表を実施した。
   ・リベラルアーツカフェ（３回）
   ・文化芸術に関する連続講座（１回）
○ 主要５紙の記事掲載15件のうち、15件全て（100％）
   が県図書館の取組みを伝えるものであった。

BB AA 目標値を達成したため。

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

取取組組状状況況 昨昨年年度度
評評価価

今今年年度度
評評価価

理理由由
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22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（電電子子書書籍籍ササーービビススののＰＰＲＲ））

（49）新しく導入した電子書籍サービスの一層の利活用を促進するため、
　　　効果的なＰＲの方策を検討・実施します。《(46)の再掲》

（（会会議議ややアアウウトトリリーーチチ活活動動等等ででのの広広報報））

（50）引き続き、会議や研修、アウトリーチの場を使い、県図書館の広報
　　　に努めます。

（（利利用用者者参参加加型型のの企企画画のの実実施施））

（51）「図書館探検ツアー」やワークショップなどの利用者参加型企画に
　　　ついて、安全対策をとり再開する準備をします。

（（文文化化芸芸術術機機関関等等ととのの連連携携））

（52）愛知芸術文化センター（栄施設）の各施設や陶磁美術館、愛知県公
　　　立大学法人の各大学等と連携して、第一線の文化芸術活動を一般の
　　　方に紹介する講演会等の企画展示を実施します。《(39)の再掲》

　取組４　図書館活動を支える県図書館の体制の整備

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（蔵蔵書書検検索索アアククセセスス数数））

（53）本県の特性に応じた、県図書館らしい蔵書構築やその充実に努め、
　　　蔵書検索アクセス数を年間180万件以上となるよう努めます。（運
　　　営指標）（あいち文化芸術振興計画2020数値目標）

（（重重点点収収集集資資料料のの受受入入れれ））

（54）重点分野の資料について、引き続き受入点数の50％以上を占めるよ
　　　うに努めます。

（（社社史史等等ももののづづくくりり関関係係資資料料のの受受入入れれ））

（55）社史等ものづくり文化に関する資料について、担当と協議し、100
　　　点以上の受入れを目標に、必要な資料を調査・選定し、収集・整理
　　　します。

（（資資料料のの充充実実をを図図るる事事業業のの検検討討））

（56）寄附の仕組みを整備し、「あいちBookサポーター」制度等を活用
　　　し、資料の充実を図ります。

（（館館内内研研修修のの推推進進））

（57）県の拠点図書館としての役割について理解を深める館内研修につい
　　　て、規定の回数（10回）実施できるように努めます。

（（職職員員のの研研修修））

（58）図書館の運営に資する統計学や広報手法等関連領域の研修（e-ラー
　　　ニング等非対面型の研修含む。）に職員の受講を促します。（目
　　　標：延べ10人の受講）

（（講講師師派派遣遣・・成成果果発発表表））【【運運営営指指標標・・数数値値目目標標見見直直しし】】

（59）市町村立図書館等への職員の講師派遣や学協会等での発表（会報や
　　　学協会誌等での文献発表を含む）を年間20回以上実施します。（地
　　　域の要望に積極的に応じるとともに、広報にも努める）

⑩
新
し
い
取
組
み
を
担
う

県
図
書
館
職
員
の
育
成

社会の変化や多様なニーズに応える
ため、図書館サービスを効果的・効
率的に行う研修や調査研究の実施に
努めます。

行行動動
目目標標

概概要要

行行動動
目目標標

概概要要 事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

⑧
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
広
報
の
強
化

県図書館の活動を県民に知ってもら
い、身近な存在となるようホーム
ページ、ソーシャルネットワーク
サービス（SNS）や動画サイトなど
様々なメディアを活用し、広報活動
の強化に努めます。

⑨
も
の
づ
く
り
文
化
、

地
域
資
料
な
ど
の

専
門
的
な
資
料
の
収
集
と
提
供

改正した収集方針等に基づき、もの
づくり文化資料、地域資料等を重点
的に収集し提供します。また、拠点
図書館として市町村立図書館の蔵書
を補完する役割を果たし、県図書館
ならではの専門的な資料や研究書等
を中心に充実した蔵書を収集し提供
します。

事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（電電子子書書籍籍ササーービビススののＰＰＲＲ））

（49）新しく導入した電子書籍サービスの一層の利活用を促進するため、
　　　効果的なＰＲの方策を検討・実施します。《(46)の再掲》

（（会会議議ややアアウウトトリリーーチチ活活動動等等ででのの広広報報））

（50）引き続き、会議や研修、アウトリーチの場を使い、県図書館の広報
　　　に努めます。

（（利利用用者者参参加加型型のの企企画画のの実実施施））

（51）「図書館探検ツアー」やワークショップなどの利用者参加型企画に
　　　ついて、安全対策をとり再開する準備をします。

（（文文化化芸芸術術機機関関等等ととのの連連携携））

（52）愛知芸術文化センター（栄施設）の各施設や陶磁美術館、愛知県公
　　　立大学法人の各大学等と連携して、第一線の文化芸術活動を一般の
　　　方に紹介する講演会等の企画展示を実施します。《(39)の再掲》

　取組４　図書館活動を支える県図書館の体制の整備

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

（（蔵蔵書書検検索索アアククセセスス数数））

（53）本県の特性に応じた、県図書館らしい蔵書構築やその充実に努め、
　　　蔵書検索アクセス数を年間180万件以上となるよう努めます。（運
　　　営指標）（あいち文化芸術振興計画2020数値目標）

（（重重点点収収集集資資料料のの受受入入れれ））

（54）重点分野の資料について、引き続き受入点数の50％以上を占めるよ
　　　うに努めます。

（（社社史史等等ももののづづくくりり関関係係資資料料のの受受入入れれ））

（55）社史等ものづくり文化に関する資料について、担当と協議し、100
　　　点以上の受入れを目標に、必要な資料を調査・選定し、収集・整理
　　　します。

（（資資料料のの充充実実をを図図るる事事業業のの検検討討））

（56）寄附の仕組みを整備し、「あいちBookサポーター」制度等を活用
　　　し、資料の充実を図ります。

（（館館内内研研修修のの推推進進））

（57）県の拠点図書館としての役割について理解を深める館内研修につい
　　　て、規定の回数（10回）実施できるように努めます。

（（職職員員のの研研修修））

（58）図書館の運営に資する統計学や広報手法等関連領域の研修（e-ラー
　　　ニング等非対面型の研修含む。）に職員の受講を促します。（目
　　　標：延べ10人の受講）

（（講講師師派派遣遣・・成成果果発発表表））【【運運営営指指標標・・数数値値目目標標見見直直しし】】

（59）市町村立図書館等への職員の講師派遣や学協会等での発表（会報や
　　　学協会誌等での文献発表を含む）を年間20回以上実施します。（地
　　　域の要望に積極的に応じるとともに、広報にも努める）

⑩
新
し
い
取
組
み
を
担
う

県
図
書
館
職
員
の
育
成

社会の変化や多様なニーズに応える
ため、図書館サービスを効果的・効
率的に行う研修や調査研究の実施に
努めます。

行行動動
目目標標

概概要要

行行動動
目目標標

概概要要 事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))

⑧
多
様
な
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
広
報
の
強
化

県図書館の活動を県民に知ってもら
い、身近な存在となるようホーム
ページ、ソーシャルネットワーク
サービス（SNS）や動画サイトなど
様々なメディアを活用し、広報活動
の強化に努めます。

⑨
も
の
づ
く
り
文
化
、

地
域
資
料
な
ど
の

専
門
的
な
資
料
の
収
集
と
提
供

改正した収集方針等に基づき、もの
づくり文化資料、地域資料等を重点
的に収集し提供します。また、拠点
図書館として市町村立図書館の蔵書
を補完する役割を果たし、県図書館
ならではの専門的な資料や研究書等
を中心に充実した蔵書を収集し提供
します。

事事業業計計画画
((網網掛掛けけはは特特にに重重点点をを置置いいてて取取りり組組むむ事事業業))
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《(46)と同様》
AA AA

館内展示やTwitterなども活用し効果的
なＰＲに努めたため。

〇 県図書館を会場とした以下において県図書館を紹介し
   た。
   ・愛知県公立図書館長協議会定例会(4/21)
   ・県民文化局局内研修(5/13)
   ・高校生ビブリオバトル愛知県大会・子供読書活動推
     進大会(11/3)
○ 久屋ぐるっとアートで「愛知県図書館報『あゆち』23
   号「特集 図書館と学ぶ愛知県事始め」パネル展」を
   実施（11/3～11/6）。
〇 高校で県政お届け講座を実施し、図書館について説明
   （1/18）。

AA AA
会議や研修の場で、県図書館の紹介を
複数回行うことができたため。

〇 英語のおはなし会を実施した（1/22）。

AA AA
「図書館探検ツアー」は行うことがで
きなかったが、新しいイベントを実施
できたため。

《(39)と同様》

AA AA
県の文化関連施設と連携し、講演会・
企画展示を実施したため。

〇 蔵書検索アクセス数は年度計2,364,940件（目標値の
   131.4％）。 AA AA 目標値を大きく上回ったため。

○ 受入図書(購入および寄贈)について、重点収集分野の
   割合は、冊数54.1％を占めた。 AA AA

重点分野の受入が50％以上を占めたた
め。

〇 未所蔵の社史等を調査し、120件を寄贈依頼し、78件
   の寄贈を受けた。依頼したもの以外も合わせて181件
   の受入を行った。

AA AA
未所蔵社史を調査し、計画的に依頼を
行い、100冊以上の社史を収集し利用に
供することができたため。

○ 「あいちBookサポーター」として14件（団体６件、個
   人８件）の寄附を受領し、1,300冊以上の資料の充実
   等を図ることができた。
○ 2023年2月から新たに「雑誌スポンサー制度」を開始
   した。

AA AA

「あいちBookサポーター」による資料
や備品の充実のほか、新たに「雑誌ス
ポンサー制度」を開始することができ
たため。

  

○ 館内研修を12回実施した。
   （p10「６ 館内職員研修の実施」参照） AA AA

規定の回数を超える開催ができたた
め。

〇 関連領域への研修に6件9人を派遣した。

BB BB 目標値の90％を達成したため。

〇 20件28人の派遣・成果発表を実施した。

AA AA 目標値を達成したため。

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

22002222年年度度事事業業のの点点検検・・評評価価

取取組組状状況況 昨昨年年度度
評評価価

今今年年度度
評評価価

理理由由

取取組組状状況況 昨昨年年度度
評評価価

今今年年度度
評評価価

理理由由
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（別表２）2023年度の事業計画（詳細）

目指すべき姿　１　すべての県民の「知りたい」に応える図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

〇誰でも利用しやすい図書館サービスの推進

県図書館から市町村立図書館等（学校（図書
館）を含む）に向けて、年間16,000冊以上の協
力貸出を目指します。【46再掲】

県内図書館等への協力貸出冊数
：16,000冊以上

県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵く
ん」や「雑誌・新聞総合目録」を提供するとと
もに、内容の充実を図ります。【47再掲】

来館のほか、メールや電話によるレファレンス
サービスを提供します。

電子書籍について、新たなタイトルの購入を継
続し、コンテンツの充実を図ります。また、利
用者拡大のため、効果的なＰＲの方策を検討・
実施します。【68再掲】

電子書籍へのアクセス件数
：月平均5,541件を上回る

資料やサービス環境を整備し、利用者のニーズ
に応えるサービスの提供に努めます。また、ア
ンケートの実施等により、今後のサービス内容
検討のための資料とします。

来館者アンケートでの「来館の目的が
達成できた」が2021年度（85.6％）を
上回る

○障害者、高齢者、外国人など様々な県民への図書館サービスの充実

読書に障害のある方へのサービスや資料の充実
を図るとともにより多くの方に周知を行いま
す。

障害を持つ方への郵送貸出サービスをより充実
させます。

大活字本、読み上げ機能に対応した電子書籍な
ど、高齢者にもやさしい資料の充実に努めま
す。また、読書補助具の点検を行い、必要に応
じて更新等を実施します。

多文化サービスコーナーの資料充実のため、各
外国語図書や日本語学習用資料について、100冊
を目標に収集します。

多文化サービスコーナー資料
：100冊収集

多文化サービスコーナーの活用を図るためコー
ナーの利便性向上や効果的な広報に努めます。

すべての県民が質
の高い図書館サー
ビスを受けること
ができるように努
めます。
県図書館への来館
が困難な人へは、
市町村立図書館等
の協力を得たり、
インターネットを
利用したりして資
料や情報を提供し
ます。
また、障害者、高
齢者、外国人など
への図書館サービ
スの充実を図りま
す。

22002233年年度度事事業業
取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

す
べ
て
の
県
民
へ
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
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（別表２）2023年度の事業計画（詳細）

目指すべき姿　１　すべての県民の「知りたい」に応える図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

〇誰でも利用しやすい図書館サービスの推進

県図書館から市町村立図書館等（学校（図書
館）を含む）に向けて、年間16,000冊以上の協
力貸出を目指します。【46再掲】

県内図書館等への協力貸出冊数
：16,000冊以上

県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵く
ん」や「雑誌・新聞総合目録」を提供するとと
もに、内容の充実を図ります。【47再掲】

来館のほか、メールや電話によるレファレンス
サービスを提供します。

電子書籍について、新たなタイトルの購入を継
続し、コンテンツの充実を図ります。また、利
用者拡大のため、効果的なＰＲの方策を検討・
実施します。【68再掲】

電子書籍へのアクセス件数
：月平均5,541件を上回る

資料やサービス環境を整備し、利用者のニーズ
に応えるサービスの提供に努めます。また、ア
ンケートの実施等により、今後のサービス内容
検討のための資料とします。

来館者アンケートでの「来館の目的が
達成できた」が2021年度（85.6％）を
上回る

○障害者、高齢者、外国人など様々な県民への図書館サービスの充実

読書に障害のある方へのサービスや資料の充実
を図るとともにより多くの方に周知を行いま
す。

障害を持つ方への郵送貸出サービスをより充実
させます。

大活字本、読み上げ機能に対応した電子書籍な
ど、高齢者にもやさしい資料の充実に努めま
す。また、読書補助具の点検を行い、必要に応
じて更新等を実施します。

多文化サービスコーナーの資料充実のため、各
外国語図書や日本語学習用資料について、100冊
を目標に収集します。

多文化サービスコーナー資料
：100冊収集

多文化サービスコーナーの活用を図るためコー
ナーの利便性向上や効果的な広報に努めます。

すべての県民が質
の高い図書館サー
ビスを受けること
ができるように努
めます。
県図書館への来館
が困難な人へは、
市町村立図書館等
の協力を得たり、
インターネットを
利用したりして資
料や情報を提供し
ます。
また、障害者、高
齢者、外国人など
への図書館サービ
スの充実を図りま
す。

22002233年年度度事事業業
取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

す
べ
て
の
県
民
へ
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
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事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○児童やティーンズに読書の楽しみを伝え知の力を育てる活動

若い人たちに読書の楽しみを伝えるため、児童
向け「おはなし会」や参加型イベントを実施す
るほか、ティーンズコーナー利用者に向けた資
料展示や参加型企画（てこぽん大賞）を行いま
す。
また、インターネットやSNSなどによる情報発信
を行います。

子供の読書活動推進のため、学校図書館の運営
に対する助言や支援ができるよう体制を整備
し、積極的に市町村立図書館や学校等へ職員を
派遣します。【59再掲】

県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表
の場としてYotteko等を活用した企画展示を実施
します。【60再掲】

子供読書活動推進にかかわる関係機関や団体等
と連携・協力し、イベントや企画展示を実施し
ます。

若者・外国人未来応援事業（高校中退者等を対
象とした高卒認定試験合格のための学習支援及
び外国人を対象とした希望の進路実現のための
日本語学習支援）を実施する教育委員会に協力
し、会場や資料・学習場所の提供を行います。

○県民の知的欲求に応え生涯学習に資する講座等の開催

愛知芸術文化センター（栄施設）の各施設や陶
磁美術館、愛知県公立大学法人の各大学等と連
携して、第一線の文化芸術活動を一般の方に紹
介する講演会や企画展示を実施します。

利用者の調査研究を支援するため、各種データ
ベースの活用講座などを実施します。

健康に関する相談会・講座等の企画を専門機関
や外部の団体と連携して実施します。

人
の
成
長
・
学
び
を
支
え
る
活
動

児童やティーンズ
を対象としたサー
ビスや講演会・セ
ミナーを始めとし
た生涯学習の支援
など、人の成長・
学びを支える活動
を進めます。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業

-　39　-
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事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

〇レファレンスサービスのさらなる充実

レファレンスサービス関連の研修を、適切かつ
効果的な手法を検討し実施します。

利用者自身が調べる際の手助けとなる「調べ方
ガイド」を充実させます。

国立国会図書館のレファレンス協同データベー
スに、事例を20件以上登録します。

レファレンス協同データベース事例登
録
：20件以上

〇拠点図書館としての継続的かつ計画的な資料収集及び保存

拠点図書館としての役割を果たすとともに、魅
力ある特徴的なコレクションを構築し、蔵書検
索アクセス数が年間210万件以上となるよう努め
ます。

蔵書検索アクセス数：2,100,000回

重点分野の資料について、自館購入資料の50％
以上を占めるように努めます。

重点分野資料自館購入点数
：50％以上

非流通図書である社史、団体史等について、100
点以上の受入れを目標に、必要な資料を調査・
選定し、収集に努めます。

社史、団体史等：100点以上収集

貴重和本をデータ化した資料や、新たにデータ
化する資料を順次調査したうえで「貴重和本デ
ジタルライブラリー」等のWebサイトで公開しま
す。【69再掲】

デジタルアーカイブ公開数
：1,131タイトルから1,140タイトル以
上
（数値目標 2027年度1,140タイトル）

補修の必要な革装図書の調査を行います。

あいちラストワン・プロジェクトを運用方法の
見直しの検討を行いながら効果的に進めます。
【53再掲】

〇寄附制度（あいちBookサポーター等）を活用した資料の充実

「あいちBookサポーター」制度を活用し、資料
の充実を図ります。

NEW！
「雑誌スポンサー制度」を活用し、雑誌等の充
実を図ります。

○豊富な地域資料やビジネス関係資料を用いた情報提供等による活動支援

県内他機関のデジタルアーカイブ等地域資料情
報へのリンクを整備し、Webサイトの「愛知県関
係地域資料ポータル」を充実させます。【70再
掲】

レファレンスへの対応に加えて、講演会や所蔵
資料の展示事業も実施します。また、専門機関
や外部団体との連携をとりながら、利用者の
ニーズに添ったビジネス支援ができるように努
めます。

地方創生の核となる地方自治体職員をはじめと
した、地域づくりに関わる方々への支援とし
て、雑誌を含めた関連資料を集めたコーナーの
設置を検討します。

県
民
の
求
め
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
資
料

・
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

これまで力を入れ
てきたレファレン
スサービスのさら
なる充実に努める
とともに、拠点図
書館としての役割
を果たすべく継続
的かつ計画的な資
料の収集及び保存
を行っていきま
す。

地
域
の
文
化
・
産
業
を
支
え
る

図
書
館
運
営

地域資料及びビジ
ネス関係資料の充
実を図ることで地
域の文化・産業を
支える図書館運営
を行っていきま
す。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業

-　40　-
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事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

〇レファレンスサービスのさらなる充実

レファレンスサービス関連の研修を、適切かつ
効果的な手法を検討し実施します。

利用者自身が調べる際の手助けとなる「調べ方
ガイド」を充実させます。

国立国会図書館のレファレンス協同データベー
スに、事例を20件以上登録します。

レファレンス協同データベース事例登
録
：20件以上

〇拠点図書館としての継続的かつ計画的な資料収集及び保存

拠点図書館としての役割を果たすとともに、魅
力ある特徴的なコレクションを構築し、蔵書検
索アクセス数が年間210万件以上となるよう努め
ます。

蔵書検索アクセス数：2,100,000回

重点分野の資料について、自館購入資料の50％
以上を占めるように努めます。

重点分野資料自館購入点数
：50％以上

非流通図書である社史、団体史等について、100
点以上の受入れを目標に、必要な資料を調査・
選定し、収集に努めます。

社史、団体史等：100点以上収集

貴重和本をデータ化した資料や、新たにデータ
化する資料を順次調査したうえで「貴重和本デ
ジタルライブラリー」等のWebサイトで公開しま
す。【69再掲】

デジタルアーカイブ公開数
：1,131タイトルから1,140タイトル以
上
（数値目標 2027年度1,140タイトル）

補修の必要な革装図書の調査を行います。

あいちラストワン・プロジェクトを運用方法の
見直しの検討を行いながら効果的に進めます。
【53再掲】

〇寄附制度（あいちBookサポーター等）を活用した資料の充実

「あいちBookサポーター」制度を活用し、資料
の充実を図ります。

NEW！
「雑誌スポンサー制度」を活用し、雑誌等の充
実を図ります。

○豊富な地域資料やビジネス関係資料を用いた情報提供等による活動支援

県内他機関のデジタルアーカイブ等地域資料情
報へのリンクを整備し、Webサイトの「愛知県関
係地域資料ポータル」を充実させます。【70再
掲】

レファレンスへの対応に加えて、講演会や所蔵
資料の展示事業も実施します。また、専門機関
や外部団体との連携をとりながら、利用者の
ニーズに添ったビジネス支援ができるように努
めます。

地方創生の核となる地方自治体職員をはじめと
した、地域づくりに関わる方々への支援とし
て、雑誌を含めた関連資料を集めたコーナーの
設置を検討します。

県
民
の
求
め
る
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
資
料

・
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

これまで力を入れ
てきたレファレン
スサービスのさら
なる充実に努める
とともに、拠点図
書館としての役割
を果たすべく継続
的かつ計画的な資
料の収集及び保存
を行っていきま
す。

地
域
の
文
化
・
産
業
を
支
え
る

図
書
館
運
営

地域資料及びビジ
ネス関係資料の充
実を図ることで地
域の文化・産業を
支える図書館運営
を行っていきま
す。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業
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目指すべき姿　２　情報発信・交流活動の拠点としての図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○県政の情報発信拠点としてのYotteko（ヨッテコ）等の活用

１階エントランスYotteko（ヨッテコ）等で、県
の各局や関係団体と連携・協力して企画展示や
講演会を開催し、県政の情報発信と県図書館が
所蔵する資料の一層の利活用を図ります。

○見せる（魅せる）図書館としての広報活動の充実

ＳＮＳ（Facebook、Twitter、YouTube）による
情報発信を充実させ、県図書館の情報をより早
く、広く提供します。

ＳＮＳの発信数と閲覧数
発信数：1,000件
閲覧数：900,000件

館報「あゆち」及び「事業年報」を発行し、時
宜に即した内容のものとなるようにします。

マスメディアへの情報提供を積極的に行い、図
書館の活動を広く知っていただけるようにしま
す。

会議や研修、アウトリーチの場を使い、県図書
館の広報に努めます。

県職員向け「県図書だより」を年間２回以上発
行します。

○Yotteko（ヨッテコ）における交流の場としての新展開

図書館資料を使った企画展示及び関係機関や団
体と連携したセミナー、ワークショップなどの
イベントを開催します。

企画展示・イベントの実施回数
展示：50回
イベント：70回

話し合いができるグループ学習席など、人が集
まり交流する明るい空間を提供します。

NEW！
新たに制定された「あいち県民の日」（11/27）
に関連する展示やイベントを実施します。

NEW！
指定管理者と連携したイベントを実施します。

○ボランティア活動の機会の提供

当館で活動する読み聞かせボランティアや、視
覚障害者等への朗読ボランティアを対象とした
研修会を実施します。また、読み聞かせボラン
ティアを追加募集します。

○館内スペースの有効活用

NEW！
新しい場作りやゾーニングについて、他館の状
況などの情報収集を行い検討します。

若者や社会人の学習活動を支援するため、大会
議室での学習室開放を実施します。

大会議室学習室開放：年間30回程度

情
報
発
信
の
拠
点
化

１階エントランス
Yotteko（ヨッテ
コ）等で県の各局
と連携して、企画
展示や講演会を開
催することによ
り、県政の情報発
信拠点としての役
割を果たすととも
に、「見せる（魅
せる）図書館」と
しての広報活動の
充実を図ります。

賑
わ
い
創
出
と
県
民
の
交
流
を
促
す
場
づ
く
り

Yotteko（ヨッテ
コ）等を活用し
て、企画展示、イ
ベントを行うこと
で、県図書館が賑
わい創出と県民の
交流の場となるよ
う努めます。
さらに、県民との
協働、社会参加を
促す図書館づくり
に努めます。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業
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目指すべき姿　３　ネットワークのハブとなる図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○市町村立図書館等への支援（協力貸出、運営支援、市町村の人材育成）

県図書館から市町村立図書館等（学校（図書
館）を含む）に向けて、年間16,000冊以上の協
力貸出を目指します。【１再掲】

県内図書館等への協力貸出冊数
：16,000冊以上

県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵く
ん」や「雑誌・新聞総合目録」を提供するとと
もに、内容の充実を図ります。【２再掲】

安定した資料搬送のため、予算確保や運行の効
率化に努め、週１回の資料搬送定期便を維持し
ます。

「＠ライブラリー」の実施について、県図書館
が愛知県公立図書館長協議会等のネットワーク
を通じて、企画調整や広報の充実を行います。

県図書館の市町村立図書館へのサポートのニー
ズを把握し、それそれの地域での読書推進活動
に資するため、市町村の中央図書館のうち10館
以上を、計画的に訪問します。

市町村の中央図書館訪問館数
：10館以上

図書館未設置自治体についても、公民館図書室
等の施設や読書推進活動の担当課等を１以上訪
問し、図書館未設置自治体での読書推進活動を
把握します。

図書館未設置自治体訪問施設数
：１以上

図書館未設置市町村に対して、貸出文庫の貸与
のほか、相互貸借を拡充します。

あいちラストワン・プロジェクトを運用方法の
見直しの検討を行いながら効果的に進めます。
【27再掲】

愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県
内図書館の状況の把握と研修に対する要望を踏
まえ、時宜に適した内容の研修を、適切かつ効
果的な手法を検討し実施します。

NEW！
県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を
試行実施します。【80再掲】

○県立学校等との連携

県立学校最寄りの市町村立図書館を経由した協
力貸出について、学校訪問等によってニーズを
確認し、対象学校を拡大します。

市町村立図書館経由で貸出を利用する
学校数
：22校から24校以上に拡大
（数値目標 2027年度までに35校）

県図書館から学校（図書館）に向けて年間3,500
冊以上の協力貸出を目指します。（市町村立図
書館への協力貸出と合わせて16,000冊以上）

学校への協力貸出冊数
：3,500冊以上

課題解決学習を始めとした探究活動や修学旅行
等の事前学習の際に幅広く活用していただける
ようテーマごとの学校貸出用セットを用意し、
県立学校等への貸出しを行います。

子供の読書活動推進のため、学校図書館の運営
に対する助言や支援ができるよう体制を整備
し、積極的に市町村立図書館や学校等へ職員を
派遣します。【12再掲】

県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表
の場としてYotteko等を活用した企画展示を実施
します。【13再掲】

市
町
村
立
図
書
館
等
へ
の
支
援

県民の身近にある
市町村立図書館等
がより質の高い図
書館サービスを提
供できるよう、資
料の提供・保存、
運営の支援、人材
育成などの支援に
一層力を入れてい
くとともに、県立
学校等に対しても
資料の提供、講師
等の派遣により、
連携を深めていき
ます。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業
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目指すべき姿　３　ネットワークのハブとなる図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○市町村立図書館等への支援（協力貸出、運営支援、市町村の人材育成）

県図書館から市町村立図書館等（学校（図書
館）を含む）に向けて、年間16,000冊以上の協
力貸出を目指します。【１再掲】

県内図書館等への協力貸出冊数
：16,000冊以上

県内図書館等の蔵書横断検索システム「愛蔵く
ん」や「雑誌・新聞総合目録」を提供するとと
もに、内容の充実を図ります。【２再掲】

安定した資料搬送のため、予算確保や運行の効
率化に努め、週１回の資料搬送定期便を維持し
ます。

「＠ライブラリー」の実施について、県図書館
が愛知県公立図書館長協議会等のネットワーク
を通じて、企画調整や広報の充実を行います。

県図書館の市町村立図書館へのサポートのニー
ズを把握し、それそれの地域での読書推進活動
に資するため、市町村の中央図書館のうち10館
以上を、計画的に訪問します。

市町村の中央図書館訪問館数
：10館以上

図書館未設置自治体についても、公民館図書室
等の施設や読書推進活動の担当課等を１以上訪
問し、図書館未設置自治体での読書推進活動を
把握します。

図書館未設置自治体訪問施設数
：１以上

図書館未設置市町村に対して、貸出文庫の貸与
のほか、相互貸借を拡充します。

あいちラストワン・プロジェクトを運用方法の
見直しの検討を行いながら効果的に進めます。
【27再掲】

愛知図書館協会等のネットワークを活用し、県
内図書館の状況の把握と研修に対する要望を踏
まえ、時宜に適した内容の研修を、適切かつ効
果的な手法を検討し実施します。

NEW！
県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を
試行実施します。【80再掲】

○県立学校等との連携

県立学校最寄りの市町村立図書館を経由した協
力貸出について、学校訪問等によってニーズを
確認し、対象学校を拡大します。

市町村立図書館経由で貸出を利用する
学校数
：22校から24校以上に拡大
（数値目標 2027年度までに35校）

県図書館から学校（図書館）に向けて年間3,500
冊以上の協力貸出を目指します。（市町村立図
書館への協力貸出と合わせて16,000冊以上）

学校への協力貸出冊数
：3,500冊以上

課題解決学習を始めとした探究活動や修学旅行
等の事前学習の際に幅広く活用していただける
ようテーマごとの学校貸出用セットを用意し、
県立学校等への貸出しを行います。

子供の読書活動推進のため、学校図書館の運営
に対する助言や支援ができるよう体制を整備
し、積極的に市町村立図書館や学校等へ職員を
派遣します。【12再掲】

県立高校等の児童・生徒による学習活動の発表
の場としてYotteko等を活用した企画展示を実施
します。【13再掲】

市
町
村
立
図
書
館
等
へ
の
支
援

県民の身近にある
市町村立図書館等
がより質の高い図
書館サービスを提
供できるよう、資
料の提供・保存、
運営の支援、人材
育成などの支援に
一層力を入れてい
くとともに、県立
学校等に対しても
資料の提供、講師
等の派遣により、
連携を深めていき
ます。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業

-　42　-

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○東海・北陸地区図書館の相互貸借や研修の相互受講

東海北陸地区公共図書館協議会等の場で、研修
の相互受講について、提案・意見聴取します。

○国立国会図書館との連携強化

国立国会図書館が提供する「ＪＡＰＡＮ/ＭＡＲ
Ｃ（ジャパンマーク）」を利用した書誌データ
の安定的な運用を進めます。

○愛知芸術文化センター栄施設との連携

愛知芸術文化センター栄施設を中心として行わ
れるイベントなどに合わせて、文化芸術活動を
一般の方に紹介する講演会や資料の展示を実施
します。

県公文書館と連携・協力して、県図書館と県公
文書館が所蔵する地域資料・県関係行政資料の
利活用を促進します。

観光情報コーナーについて、県の担当局、県内
市町村の観光関係当局、地域の観光協会等と連
携し幅広い観光情報の収集・提供を実施し、充
実を図ります。

東三河コーナーについて、県東三河総局、東三
河８市町村の観光関係当局等と連携・協力し、
東三河の観光情報の幅広い収集・提供を実施し
ます。また、東三河の自然・文化等を紹介する
企画展示を実施します。

子育ての方に役立つ他の機関や団体のチラシや
パンフレット類を常備し、案内・配布します。

図
書
館
を
取
り
巻
く
機
関
と
の
連
携
強
化

図書館だけでな
く、博物館、美術
館、公文書館、大
学、観光・商工団
体等、県図書館を
取り巻く多様な団
体と連携、協力を
図り、県図書館の
さらなる認知度向
上、利用者増を
図っていきます。

○博物館、美術館、公文書館、大学、観光・商工関係など多様な機関との連携

広
域
図
書
館

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
活
用

東海・北陸地区の
県立図書館のネッ
トワークを活用し
た広域的な相互貸
借体制を維持、発
展させていくな
ど、広域図書館
ネットワークの活
用を図ります。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業
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目指すべき姿　４　デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○電子書籍の充実

電子書籍について、新たなタイトルの購入を継
続し、コンテンツの充実を図ります。また、利
用者拡大のため、効果的なＰＲの方策を検討・
実施します。【４の再掲】

電子書籍へのアクセス件数：
：月平均5,541件を上回る

○デジタルアーカイブの充実

貴重和本をデータ化した資料や、新たにデータ
化する資料を順次調査したうえで「貴重和本デ
ジタルライブラリー」等のWebサイトで公開しま
す。【25の再掲】

デジタルアーカイブ公開数
：1,131タイトルから1,140タイトル以
上
（数値目標 2027年度1,140タイトル）

県内他機関のデジタルアーカイブ等地域資料情
報へのリンクを整備し、Webサイトの「愛知県関
係地域資料ポータル」を充実させます。【30の
再掲】

○オンライン利用登録の推進

オンライン利用者登録を周知し、便利に使って
いただけるような広報や案内を行います。

○オンラインによる複写物の提供（公衆送信）の検討

オンラインによる複写物の提供（公衆送信）に
ついて、他機関等からの情報収集を行い、サー
ビス提供に向けて検討を進めます。

○ボーンデジタル資料の収集、保存、提供　　　　

県・市町村が発行したボーンデジタル資料を収
集・保存し、当館のWebサイトで閲覧できる仕組
みを試行します。

○Webサイトの利便性の向上等

Webサイトの利便性を向上させるため、Webサイ
ト上で簡易な問合せに対応できるチャットボッ
トを導入します。

○図書館電算システムの更新

NEW！
図書館電算システムの次期システムへの更新に
向けて、利用者にとってより利便性の高いシス
テムづくりの検討を進めます。

非
来
館
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

デジタル技術の活
用により、電子書
籍やデジタルアー
カイブの充実、オ
ンライン利用登録
の拡充など、非来
館型サービスの充
実を推し進めま
す。

２

を
意
識
し
た

サ
ー

ビ
ス
の
提
供

ボーンデジタル資
料　の収集・保
存・提供、Web サ
イトの利便性の向
上を図るなど、Ｄ
Ｘを意識したサー
ビスの提供を行っ
ていきます。

※ボーンデジタル資
　料：紙媒体ではな
  くデジタルのみで
  発行、公開される
  資料。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業

※
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目指すべき姿　４　デジタル技術の活用により新たな社会に対応する図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○電子書籍の充実

電子書籍について、新たなタイトルの購入を継
続し、コンテンツの充実を図ります。また、利
用者拡大のため、効果的なＰＲの方策を検討・
実施します。【４の再掲】

電子書籍へのアクセス件数：
：月平均5,541件を上回る

○デジタルアーカイブの充実

貴重和本をデータ化した資料や、新たにデータ
化する資料を順次調査したうえで「貴重和本デ
ジタルライブラリー」等のWebサイトで公開しま
す。【25の再掲】

デジタルアーカイブ公開数
：1,131タイトルから1,140タイトル以
上
（数値目標 2027年度1,140タイトル）

県内他機関のデジタルアーカイブ等地域資料情
報へのリンクを整備し、Webサイトの「愛知県関
係地域資料ポータル」を充実させます。【30の
再掲】

○オンライン利用登録の推進

オンライン利用者登録を周知し、便利に使って
いただけるような広報や案内を行います。

○オンラインによる複写物の提供（公衆送信）の検討

オンラインによる複写物の提供（公衆送信）に
ついて、他機関等からの情報収集を行い、サー
ビス提供に向けて検討を進めます。

○ボーンデジタル資料の収集、保存、提供　　　　

県・市町村が発行したボーンデジタル資料を収
集・保存し、当館のWebサイトで閲覧できる仕組
みを試行します。

○Webサイトの利便性の向上等

Webサイトの利便性を向上させるため、Webサイ
ト上で簡易な問合せに対応できるチャットボッ
トを導入します。

○図書館電算システムの更新

NEW！
図書館電算システムの次期システムへの更新に
向けて、利用者にとってより利便性の高いシス
テムづくりの検討を進めます。

非
来
館
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

デジタル技術の活
用により、電子書
籍やデジタルアー
カイブの充実、オ
ンライン利用登録
の拡充など、非来
館型サービスの充
実を推し進めま
す。

２

を
意
識
し
た

サ
ー

ビ
ス
の
提
供

ボーンデジタル資
料　の収集・保
存・提供、Web サ
イトの利便性の向
上を図るなど、Ｄ
Ｘを意識したサー
ビスの提供を行っ
ていきます。

※ボーンデジタル資
　料：紙媒体ではな
  くデジタルのみで
  発行、公開される
  資料。

取取組組
のの柱柱

内内容容
主主なな
施施策策

22002233年年度度事事業業

※
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目指すべき姿　５　持続可能なサービス環境を備えた図書館

事事業業
番番号号

事事業業内内容容 数数値値目目標標
（網掛けは基本的運営方針の数値目標)

○デジタル対応など先進的サービスを提供するための人材育成

県の拠点図書館としての役割について理解を深
め、司書職員の専門性の向上、育成を図る館内
研修について、10回以上実施できるように努め
ます。

館内研修の回数：10回

司書職員としての専門性をより高め、サービス
の提供に必要な最新の情報を提供する研修の受
講を促します。

職員研修の受講者数
：延べ500人以上

デジタル技術や統計学、広報手法等関連領域の
研修（e-ラーニング等非対面型の研修含む。）
に職員の受講を促します。

○市町村立図書館支援に資する職員の育成

市町村立図書館等への職員の講師派遣や学協会
等での発表（会報や学協会誌等での文献発表を
含む）を年間20回以上実施します。

講師派遣や学協会での発表
：年間20回以上

NEW！
県図書館と市町村立図書館職員との人事交流を
試行実施します。【55の再掲】

○新たなサービスに対応するための施設改善検討

来館者のどなたでも使えるフリーWi-Fiを全館的
に運用します。

閉架書庫の書架を増設します。

地域の拠点図書館としての保存機能を維持する
とともに、利用者サービス(閲覧の容易さ、図書
の探しやすさ)を向上させるために、資料収蔵ス
ペースを有効に活用できる方法を検討します。

○施設老朽化への対応

施設の老朽化に伴う必要な改修工事を以下のと
おり実施します。
・中央監視制御装置改修工事
・中央監視室系統パッケージエアコン更新工事

将来的な大規模改修工事の検討を見据えて他施
設の状況を調査します。

○災害、感染症等の危機管理対応

災害への対応について、業務継続計画（愛知県
庁ＢＣＰ、地方機関ＢＣＰ）の運用や防災訓練
の実施等により、適切に事業継続できる体制を
整えます。

○施設管理における指定管理者による効率的な管理

指定管理者との連絡会議を毎月実施し、効果的
な連携を図ります。

主主なな
施施策策

充
実
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
企
画

・
提
供
す
る
職
員
の
育
成

県図書館が今後も
持続可能なサービ
スを提供し続けて
いくため、図書館
を支える人材の育
成とともにサービ
ス水準の向上に努
めます。

持
続
可
能
な
施
設
管
理
等

来館者が安全・安
心かつ快適に施設
を利用することが
できるよう、県図
書館内の体制づく
りを進めます。

取取組組
のの柱柱

内内容容
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